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先に発表した第一， 二報
１）２）はハニカム．サンドウィッチ構造材料を定在波法或いは残響法によ

り， 中芯の厚さと吸音率， 空気層厚と吸音率との関係， 開口率の同じ場合や違う場合の吸音率の変

化等を測定して発表した． この測定値は中々確定し難く残響法を例にとると同一材料でも残響室が

違うとその値が一致しない事があり，アメリカでＦ．Ｇ．ＴｙｚｚｅｒとＨ．Ａ．Ｌｅｅｄｙが
３）１９５３～１９５４年に

８箇所の残響室で持回り試験を行った結果，測定値には約１０％～２０％のずれがあった．そういう訳

で現在工ＳＯの規格４）が出来て成る可く同一測定値が出るよう努力している．併し測定規準の違う定

在波法と残響法とでは， その吸音率に於て大分相違があるようである． 今回は同じ試料を定在波法

及び残響法で測定した場合， どの様に吸音率の差があるかを多くの資料で考察して見たい．

登

　

２． 理

　　　

論

　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　

，

　

ｉ）定在波法

　

オルソン理論５）によれば音波を完全に反射する剛壁面に平面進行波が投射されると， そこに定在

波が発生する． この場合， 音圧は壁面及び壁面より“入／２の点に於て２倍の大きさとなり（空気は

音を吸収しないものと考える）， 壁面より（２％－１）入／４の点に於て０となる（但し，入＝波長），
次に壁面が完全反射面でなく，振幅の ％々を反射するものと考えれば，壁面より“入／２の点に生ずる

最大圧力は

（１）

　　

　　　　　　　　　　

となり （２れ－１）え／４ の朝こ生ずる最大圧力は

　　

Ｐｍまれ＝ Ｋ（１ーに）

となる． 但し

　　　

（２）

Ｐ卿ズ＝定在波圧力腹に於ける圧力

Ｐｍご ＝定在波圧力節に於ける圧力

に ＝常数

　　

＝壁面よりの圧力反射率（％）

式（１）及び（２）より々を求むれば

（１８０）
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となるが音響係数は定義に依り， 吸収された音響エネルギーと投射された音響エネルギーの比であ
るから， 吸音率αは次式で与えられる．

αニー－尤２

　　

α＝

　

一驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４）

式（３）及び（４）より吸音率は

α＝逢暴言芋蔓鷺） （５）

故に被測定材料と音源との間に定在波を作り，Ｐｍ。ｘとＰｍ－“とを測定すれば，式（５）を用いて吸音
率を求める事が出来る． 若し音響管の直径が小さい時は， 管自身が音のエネルギーを吸収し， 音波
より距離が減少するにつれて増大する．本実験も内径５ｃｍと１ｏｃｍの管なので予備実験として音圧
を管全体に亘って測定して見ると多分にこの傾向にあった．Ｅｃｋｈａｒｄｔ及びＣｈｒｉｓｌｅｒ

６）はこれ等の場合

を考慮し， 一般に何等かの原因に依る吸音作用が管に沿って存在する場合， 式（５）の代りに用い
る式として次式を与えている．

αゴー虚言器警携豪参票撮影曇〕２ （６）

但 し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，
Ｐ卿ズ，＝探索管を次第に試料より遠ざける際， 第一に現れる圧力腹の圧力
Ｐｍｍ＝探索管を次第に試料より遠ざける際， 第一に現れる圧力節の圧力
Ｐｍすれ２＝探索管を次第に試料より遠ざける際， 第二に現れる圧力節の圧力

管に沿っての吸音作用が無視し得る時は，Ｐｍｆｍ＝Ｐｍ加２となり式（６）は式（５）に一致する． 本
実験では前述の如くＰｍｍが試料より遠ざかるに従って可成り上るので式（６） を用ふる．

　

ｉｉ）残響法

　

両端を閉じた管に音速ｃの純音を入れると， その周波数／が管の長さ “こ対して

ｆニ ザ （”＝１，２，３，－－，．） （７）

のところで共鳴する． この状態で音をとめると管内の音は指数関数的に減衰する． その減衰の速さ
は管の内面での吸収の程度に関係する（これは原理的に残響室法と同様である）．今閉じた円管の－
端に試料を取り付け， その反対側の端からスピーカーで音を入れる場合を考える． 今管内での音の
吸収は試料面だけでおこるとする． 音をとめたとき音源から出た音は， それから 坪少間に試料面で
７２＝”／（２′） 回の反射をする． 試料の垂直入射吸音率をα。とすると，Ｚ秒後のエネルギー 鼠 は７）

Ｅｔ＝Ｅ。（１－α。勝 （８）

そこで普通の場合と同様に６０ｄＢ減衰するまでの時間 ｒをとると

（１８１）
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（９）

で与えられる．この式から残響時間
ｒを測定すれば， 試料の吸音率を求めることができる． た

ゞ実

際には試料面以外の管壁でも吸収があり， 残響時間にその影響が含まれている． 本実験でもスピ
ー

カー側の壁の音の吸収を考え， 残響時間の短い事も考慮して筆者の考察した
１）

ＭＩ－昨冬（÷；） （１０）

を用いた． 但し

α′＝試料を入れた場合の吸音率

て＝試料を入れない場合， 音圧が１ になる迄の減衰時間

て′＝試料を入れた場合， 音圧が１／８になる迄の減衰時間

巷

　

３． 実 験 装 置

　

実験装置は第１報で説明しており，大略同じであるが定在波法ではＰ
ｈｏｔｏ．１に示す如くブラウン

管オッシロスコープの代りにシンチロスコープを真空管電圧計に接続して画面に現れる波形から音

圧の動向を知るに用いた．残響法では単掃引回路とオッシロスコ
ープの代りにピジグラフ５Ｌ３０シ

リーズを使用した．これはＰｈｏｔｏ．２に示しておるが従来から
親しまれて来たビジグラフの性能，操

作面を大幅に改良した超高圧水銀灯を光源とする直記式電磁オッシログラフである． 最高６チャン

ネルまでの現象を同時に記録できる振幅調整器内蔵タイプである． 水銀灯式直記オッシロでは光源

に水銀灯を使用し， この光がガルバノメーターの振れの
バネにつけたミラーで偏光して感光性の記

録紙上に結合させ，記録像を得るものである．Ｐｈｏｔｏ，８～９は残響
法によりホトグラフィックペー

パーをビジグラフ内で記録した減衰曲線である．Ｐｈｏｔｏ，３
．の様に直流増中器と組合せることによっ

て，測定に適する振幅を自由に調整できる．サン
プルの構造はＰｈｏｔｏ．４に示す如く表板はシナ３プ

ライベニヤ板に穴をあげ， 裏貼りは無穴の同板を用いて， それ等の間にセミケミ
カル紙ロール中芯

を密着して挟んだサンドウィッチ構造体の円壕形を用いた． 表板の穴は色々と直径を変えて規則的

な分布にして且租密にあげ， 中芯の高さも変化させた．Ｐｈｏｔｏ．５のサン
プルの直径の大小はそれぞ

れ内径１ｏｃｍ と５ｃｍの音響管に入れて測定した．一般の音響管の場合，普通の測定には
直径数ｃｍ

から１ｏｃｍの円形金属管を使用する事が多いが， 吸音くさびや板状材料の測定などの特殊な用
途に

は， 一辺２０～３０ｃｍの正方形断面をもった管が使われるこ
とがある． 何れの場合にも， 管壁の共振

による損失を起さぬように出来るだけ肉厚の強い管がよい． また管の内壁は減衰の影響を減らすた

め， 十分平滑に仕上げることが必要である． 管の寸法は測
定周波数範囲との関係から決められる．

管内の音圧極小値は試料からの距離によって変化するから正確な測定には少なくとも二つの極小値

を求めなければならない７）．この為には下限の周波数に対する波長をんと
すれば，３／４ん以上の長さ

が必要になる．これに対して管の断面寸法は測定の上限周
波数をきめる．上限周波数んは管の断面

形にも関係するが一般に使われる円管では， 管の直径Ｄに対して音速
Ｃでは

（１８２）
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茂

（１１）ん＜丁了お

なる関係がある．これ等の関係から本実験では
Ｐｈｏｔｏ．６の内径１ｏｃｍの音響管（ａ）は肉厚ｌｃｍ，

長さｌｏｏｃｍとして音の周波数は約３４０Ｃ／ｓから２０００Ｃ／ｓ迄を測定し，Ｐｈｏｔｏ．７の内径５ｃｍの

音響管（ｂ）は肉厚ｌｃｍ， 長さ２５０ｃｍ として， その周波数は約２０００Ｃ／ｓ以上４０００Ｃ／Ｓ迄を測

定した．

暮

　

４． 試験等の結果

Ｆｉｇ．１は板厚４ｍｍ， 穴径３ｍｍ， 中芯の厚さ１．５ｍｍ，開口率０．０７７で定在波法では吸音率が高

く１００％近い値が出ていて， その周波数も理論値と一致するが残響法では９０％位で理論値より
梢少

ない． 周波数範囲を全般的に見て， 残響法の方が吸音率は高いが
１００ＯＣ／ｓから２４０ｏｃ／ｓ位まで

は定在波法に劣る．Ｆｉｇ．２は
Ｆｉｇ．１のサンプルより穴数が増えて開口率が０．１４２になっただけの違

いで， これも定在波法では最高の吸音率が１００％近く， 残響法では９０％位で両者共
理論値の周波数

と良く一致している．全般的に見て残響法の方が吸音率は高いが１００ｏｃ
／ｓから３０ｏｏｃ／ｓ位迄は定

在波法に劣る．Ｆｉｇ．３もＦ
ｉｇ．１のサンプルより穴数が増えて開口率が０．２１８になっただけで， これ

は吸音率が小さくなり両測定法共，最高で６０～７０％位の値となったが吸音率の最高は理論値の周波

数と良く一致している． これは前と反対に全般的に見て吸音率は定在波法の方が高いが
３４０～９ｏｏ

ｃ／ｓ位迄は残響法の方が少し高い．Ｆｉｇ．４は
Ｆｉｇ．１のサンプルより穴径が大きく８ ｍｍ になった

だけで， 両測定法の吸音率の最高は７０～８０％位で， その周波数は略理論値と
一致している． 全般的

に見て残響法の方が吸音率が高いが， 中央の１３００～１７００Ｃ／ｓ位では定在波法の方が大きい．
Ｆｉｇ．

５はＦｉｇ．２のサンプルと比較して，これも穴径が大きく８ｍｍになっただけの違いである．両測定

法の吸音率の最高は大きく約９０％から１００％の間であるが， その周波数は理論値の周波数より少し

大きい． 全般的に見て残響法の方が吸音率は高いが１０００～１９０ＯＣ
／Ｓ位までは定在波法の方が大き

い． Ｆｉｇ．６は
Ｆｉｇ．３のサンプルと比較して穴径が大きく８ｍｍになっただけの違いで両測定法の

吸音率の最高は矢張９０％から１００％位の間である． 全般的に見て両測定法共吸音率が一致している

のが目立つが３０００～４０ｏｏｃ／ｓ位では残響法の方が大きい．Ｆｉｇ．７はＦ
ｉｇ．１のサンプルに比較して

中芯の厚さが大きく３０ｍｍになっただけの違いで定在波法の最高の吸音率は９５％位であるが残響

法では小さく７０％位である．併しその周波数は理論値とは良く一致している．
全般的に見て定在波

法の吸音率が大きいが１９０ＯＣ／ｓ以上位になると残響法の方が大きくなる．Ｆｉｇ．８はＦｉｇ．２のサン

プルと比較して中芯の厚さが大きく３０ｍｍになっただけの違いで定在波法の最高の吸音率は７０％

より少し小さく残響法では３０％より大きくその開きが大きい．只その周波数は理論値とは略一致し

ている． 全般的に見て両測定法は前半の１３００Ｃ／ｓ位迄は比
較的吸音率が一致しているが， 以後の

１８０ｏｃ／ｓ位迄は定在波法の方が大きく， それを過ぎると残響法の方が大きくなる．
Ｆｉｇ．９はＦｉｇ．

３のサンプルと比較して中芯の厚さが大きく３０ｍｍになっただけの違いで残響法の最高の吸音率

は７３％位であり，その周波数は理論値より小さいが定在波法ではそれより１０％
位小さく周波数は略

理論値と一致している． 全般的に見て両測定法の吸音率は前半の１０ｏｏｃ／ｓ
位迄は良く一致してい

るがその後は乱れが多い． Ｆｉｇ．１０はＦ
ｉｇ．４のサンプルと比較して中芯の厚さが大きく３０ｍｍ に

なっただけの違いであるが， 両図の吸音率の傾向は比較的類似している． 定在波法の最高の吸音率

（１８６）



穴あき板ハニカム・サンドウィッチ構造体の吸音特性

　

１００

洪

　

９ｏ

惹

　

８０

選

　

７０

琶

　

６Ｏ

８

　

５０
．ロ
Ｑ

　

４０

豪

　

３ｏ
霊

　

２ｏ

１０

　

」

　

：

＝

　

一

　

一

　

一

　

一

↓

－ ー一帽

　　　　　　　

ー

二馨
‘

１１１－＝０
１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７Ｉｏｏｏ ２

　　

３

　

５０００
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ

　

ｓ

Ｆｉｇ，Ｉ

　

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄｒｅ－

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

ｏｆ‐ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（‘＝４ｍｍ，ｄ＝

３ｍｍ，Ｌ＝１５ｍｍ，ゑ＝
○．０７７）．◎；αだり，０；

αひ

　

ＡＬｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１），

　　

１００

洪

　

９ｏ

．
冨

　

８ｏ

１ｇ

　

７０
琶

　

６ｏ

．旨

　

５Ｏ

巨Ｑ

　

４０
８

　

３０
く

　

２０

　　　　

Ｌ、

＝幅

　

唖 」

ｒ－
三憲三
－１せ

１

１０

　　

－－

　　　

一 望
ｏｉｏｏ

　

２

　

３

　

５ ７１ｏｏｏ ２

　

３ ５０００
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ

　

ｓ

Ｆｉｇ・２

　

Ｃｏ・エーＰａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄ

　

ｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ．ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｌｎｅ

　

ｐｅｄ〒ｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

　　　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（ムニ４ｍｍ，メニニ

　　　　

３ｍｍ，Ｌニー５ｎｌｌｎ，ゑ＝０，１４２），◎；αだり，０；

　　　　　　

αひ

　

Ａｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｓＥｑ，（１１），

　

１００
ぷ

　

９０

で

　

、羊
十十十十夢

　　　　　　

｝

ｌ

　

ｌ ｌ
ｌ ｌ ｌ

０
１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７

　

Ｉｏｏｏ ２

　　

３

　

５０００

．
冨

　

８ｏ

者

　

７０

琶

　

６ｏ

．目

　

５Ｏ

き

　

４０

曇

　

３０
く

　

２０

１０

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ． ｃ／ｓ

Ｆｉｇ．３

　

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄｒｅ‐

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（Ｚ＝４ｍｍ，ｃＺ＝
３ｍｍ，Ｌ；１５ｍｍ，力＝○．２１８）．◎；αだ，〇；
αひ

　

ＡＬｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

　

１００

洪

　

９ｏ

１

　

Ｗ １
ｌ 十

１

ｆ
ｌｌ

当讐

　　

１

　

１

　

・
醐

ー

：

＝１ｌｌ １ｌ

惹

　

８０

君

　

７０　
　

８

　

５０１

．ロ
Ｑ

　

４０

昌

　

３０
く

　

２ｏ

１
８

　　　

－－１＝

　　

Ｈ

　

１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７１０００

　　　

２

　

３

　

５００Ｏ

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ

　

ｓ

Ｆｉｉｇ・４

　

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄ

　

ｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（Ｚ＝４ｍｍ，ｄ＝

　　　　

８ｍｍ，Ｌ＝１５ｍｍ，Ｐ＝０．０７７）．◎；α… ○；

　　　　　　

α。 Ａｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＢｑ．（１１）．

（１８７）



竹

　

内

　　　

茂

　

１００
洪

　

９０

信

　

８０

結

　

７０

登

　

６ｏ

．琶

　

５Ｏ

旨

　

４０

昌

　

３０

Ｉ
ｌ

璽

ニ

　

ー

ｌｌｌ

什
１１ ｌｌｌ １１

く ２ｏ 一 一 ｏｌ

　

１０

　　　　　

－■

　

墨＝

　　　

＝

　　　　

０
１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７１ｏｏｏ ２

　　

３

　

５０００

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｃ／ｓ

王憧ｇ．５

　

ＣｏｒｎＰａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄ

　

ｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｒＰｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

Ｓａｍｅ

　

Ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｒｎｂ

　　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈＰ２紅ｌｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（Ｚ＝４ｍｍ，ｄ＝

　　　　

８ｍｍ，Ｌ＝１５１ｒｌｌｎ，Ｐ＝０．１４２）．◎；の効，０；

　　　　　　

α。，ＡＪｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

諜
１００

さ

　

９０

ｇ

　

８Ｏ

お

　

７０
８

　

６０
　
．８

　

５０

８

　

４０

墓 ３。

　　

２０

１０

１１ ↓ －

　

一ｌ
ｌ

国一

　

一

一一

　

一

ｌ０

　　　　

２

　　

３

　　

５

　

７ １ｏｏｏ ２

　　

３

　

５０００１００

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ

　

ｓ

Ｆ亘…ｇ。６

　

ＣｏｍＰａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｌｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

　　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐｚ江ｌｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（ムニ４ｍｍ，ｄ＝

　　　　

８ｍｍ，Ｌ＝１５ｍｍ，ｐ＝０．２１８）．◎；αだり，０；

　　　　　　

αひ

　

Ａｇｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

１００

。ぷ

　

９０

　　

８０

　　

１００

畿

　

９０

Ｈ＝１１んＶ！ｌ
醐

　

醐

　

鴎

ｌ ｌｌ

（
Ｕ

　

（
）

　

ハ＝ｖ

　　

Ｕ^

　　

ハＵ

　　

＝^ｖ

　　

ハＵ

７

　　

６

　　

５

　　

４

　　

３

　　

２

　　

１

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７

　

１０００

　　

２

　　

３

　　

５００Ｏ

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ

　

ｓ

巨

　

８０

・８

　

７０
　
翌

　

６０
Ｕ

　　

５０
　
．９

　　

４０

　　

　

　　
ぬ

ｆ１

　　　　

”、

１ｌ
ｌｌ

一

　

一

　

一

幅

１１１１１１１１

　

１

　

，？

く ２０

　　　

ー１１１１１１１

　

１１８

　　

１１１１１１＝

　

１，？

　　　　　

１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７ １０００

　　

２

　　

３

　　

５００Ｏ

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ

　

ｓ

Ｆｇ．７

　

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌ

　

ｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄ

　

ｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｉｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（Ｚ＝４ｍｍ，ｄ＝

　　　　

３ｍｍ，Ｌ＝３０ｍｍ，ｐ＝○．０７７）．◎；αだの ０；

　　　　　　

αひ

　

ＡＪｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

距噸ｇ・８

　

Ｃｏｍｐａｄｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌ

　

ｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（Ｚ＝４ｍｍ，ｄ＝

　　　　

３ｍｍ，Ｌ＝３０ｍｍ，ゑ；０．１４２）．◎；α”ひ，０；

　　　　　　

αひ

　

ＡＬｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏＷ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

（１８８）



穴あき板ハニカム・サンドウィッチ構造体の吸音特性

１

　　　

ｔ、

ｌ
ｌ

１１ｌｆ

　　

１００

　　

９０
諜．
８０
　
．竪

　　

７０
　
塩

　

６０

喜５０
８

　

４０
　
奏

　

３ｏ
霊

　

２ｏ

　　

１０

Ｏ
１００

　　　

２

　　

３

　　

５

　

７１０００

　　

２

　　

３

　

５００Ｏ

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｓ

頭ｇ，９

　

Ｃｏｍｐａｄｒｓｏｎ

　

ｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔ

　

ａｎｄｒｅ‐

Ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏ１ｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（Ｚ＝４ｍｍ，ｄ＝

３ｍｍ，Ｌ＝３０ｍｍ，Ｐ＝０．２１８），◎；α勿，０；
αひ

　

Ａｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ，（１１），

１００

９０

ぷ

　

８０

，
冨

　

７ｏ

ｉｇ

　

６０

琶

　

５ｏ

，
昌

　

４ｏ

ｇ

　

３０
　

墓 ２ｏ

　　

１０

◆↓
▼ １
１１１＝

：

＝
＝ｌ
１１ｌ
ＩＨＯ

１００

　　　

２

　　

３

　　　

５

　

７

　

１０００

　　

２

　　

３

　

５００Ｏ

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｓ

Ｆ１ｉｇ．１Ｏ

　

Ｃｏｍｐａｄｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔａｎｄｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

　　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（‘＝＝４ｍｍ，ｄ＝

　　　　

８ｍｍ，Ｌ＝３０ｍｍ，ｐ；○．０７７）．◎；αだめ ０；

　　　　　　

αひ

　

Ａ‘ｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ，（１１）．

　　

１００

　　

９０

　

８０

惹

　

７０

旧
Ｕ

　

６０

琶

　

５ｏ

．
昌

　

４Ｏ

き

　

３０
曇

　

２ｏ
く

　

１０

１ ｆ
↓
▼ Ｌ

ｌ… ｌ
ｌ… ー
ｉ
ｌ
ｌ

ＨＩＩＩＩＩ
１１＝…

１００

　　　

２

　　

３

　　

５

　

７１０００

　　

２

　　

３

　

５０００

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙｃ／ｓ

軽ｇ．１Ｉ

　

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｒｍａｌｉｎｃｉｄｅｎｔａｎｄｒｅ‐

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄａｂｓｏｌコｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｍｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙｃｏｍｂ

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒα；＝４ｍｍ，ｄ；

８ｍｍ，Ｌ＝３０ｍｍ，ｐ；０．１４２）．◎；αだの ０；

αひ

　

Ａｒｒｏｗｓｓｈｏｗｒｅｓｏｎａｎｔｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

　

１００

ぷ

　

９０

　　

８０

ｎ
ｖ

　　

ｎ
ｖ

　　

ｎ
Ｕ

　

（Ｕ

　

（＝ｖ

　　

ハ＝Ｖ

　

（
ｖ

　　

７

　　

６

　　

５

　　

４

　　

３

　　

２

　　

１

十．
＊

…＝ｏｏー

＝一

　

一

　

．

＝＝
１１１１Ｏ

１００

　　

２

　　

３

　　

５

　

７

　

１０００

　　

２

　　

３

　

５００Ｏ

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｓ

Ｆｉｇ．１２

　

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｎｏｎｎａｌｉｎｃｉｄｅｎｔａｎｄｒｅ‐

　　　　　　

ｖｅｒｂｅｒａｎｔ

　

ｓｏｕｎｄ

　

ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ

　

ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ

　　　　　　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｓａｌｎｅ

　

ｐｅｄｏｒａｔｅｄ ｈｏｎｅｙＣｏ．ｎｂ

　　　　　　

ｓａｎｄｗｉｃｈｐａｎｅｌａｂｓｏｒｂｅｒ（ムニ４ｍｍ，メニニ

　　　　

８ｍｍ，Ｌ＝３０ｍｍ，ゑ＝○．２１８），◎；αだり，０；

　　　　　　

α。 ＡＬｒｒｏｗｓ

　

ｓｈｏｗ ｒｅｓｏｎａｎｔ

　

ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ

　　　　　　

ｃａｌｃｕｌａｔｅｄｂｙＥｑ．（１１）．

（１８９）



竹

　

内

　　　

茂

は９５％位で残響法ではそれより１０％位小さいがその周波数は同じで理論値より少し大きい．全般的

に見て両測定法の吸音率は略類似しているが，約１５００Ｃ／ｓ以上で少し差がある．Ｆｉｇ．１１はＦｉｇ．５

のサンプルと比較して中芯の厚さが３０ｍｍになっただけの違いで定在波法の最高の吸音率は７５％

位であるが残響法では６０％位であった．その周波数は理論値より少し大きい．全般的に見て吸音率

は一致しているが大体１３００～１９０ＯＣ／ｓ，２８００Ｃ／ｓ以上に於て両者の差がある．Ｆｉｇ．１２はＦｉｇ，６

のサンプルと比較して中芯の厚さが大きく３０ｍｍになっただけの違いである． 定在波法の最高の

吸音率は９５％位であるが残響法ではそれより１１％位小さい．両者の周波数は良く一致しているが理

論値より少し大きい． 全般的に見て曲線の傾向は類似しており吸音率も略一致している．

巷

　

５． 考

　　　

察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

同じサンプルを定在波法と残響法での吸音率の測定結果は一部を除き多少の差はあるが， 全般的

な吸音特性の傾向は似ており， 特に両測定法における極大値は略同一周波数上に現われた． 図上の

矢印は第１， ２報
１）２｝に使用したＨｅｌｍｈｏｌｔｚの共鳴周波数んの理論式

（１２）

を使用した． ここでｃは音速，Ｐは表板の開口率，Ｚは中芯の厚さ，‘
′は表板の穴の開口端補正を考

えた実効的な板厚で枚厚をム

　

穴径を－〆としたとき， 普通Ｚ
′＝‘十０．８ｄで求めている．前述の如く、一

部の多少のずれを除いては良く式（１１） で計算した値と一致しているのでサンプルの表枚の穴の部

分がＨｅｌｍｈｏｌｔｚの共鳴器の首に当り， 内部の蜂巣状中芯の一つの空気層がその胴に相当して良く共

鳴する事を示している． 両測定法で共鳴周波数の最高の吸音率は定在波法の方が残響法より大きい

ものが多いが全域に亘っては残響法の吸音率が大きい」 吸音特生の差異については定在波法では定

常波の極大・極小を測定するのに対し残響法は密閉した管内での音の減衰時間を測定して吸音率を

求めているため， 測定時の音響管の状況により性質がそれぞれ異っているためと思われる． 即ち式

（１０） の結果は

α′－・－叩｛冬（÷－分｝ （１３）

となり残響法では．上式の右辺の第２項で吸音率が決まり， 定在波法も矢張， 式（６）の右辺の第２

項で決まるので， その間， 音が密閉した管内から漏れたり， 吸着エネルギーとして失われるとき，
残響時間や極大・極小が変わり吸音率の差が出るものと思われる．

（，１９０）
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暮

　

６． 結

　　　

び

　

今回の研究は以前の私の研究１｝２｝‘こ続き同じサンプルで測定器機を変えて研究したものである
が， 今後道民の生活の向上に伴い建築材料も高級なものを使用する傾向にあるので， 表板はシナ３
プライベニヤ板からプリント合板に切り換え， 中芯もセミケミカル紙で作ったロール中芯の外に多
孔質の吸音材料も挟んだサンドウィッチ構造体の吸音特性を研究したい所存なのである． 只材質自
体が不均一性なので測定値が中々決らずデーターの不備な点も生ずるが，木材不足の折から，出来る
だけ少ない原料で吸音率が良く比較的強固な建材の生産に， この試験の傾向が少しでも寄与出来れ
ば幸である．
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